
問題意識 ⚫主要顧客の大幅な事業転換に備え、顧客への提供価値の変革が必要　
⚫現在の部分最適な仕事のやり方では生産性が向上しない

▼

課　　題 ⚫顧客への提供価値変革に向けた顧客情報の統合・共有、業務の脱属人化による 
全体最適な組織づくりとシステム構築

▼

支　　援 ⚫ビジネスモデルの可視化と部門横断的な業務機能分析
⚫業務分析を通した全体最適のIT/DX推進構想の策定と社内連携強化

▼

成 果
⚫10年ビジョンの実現に向け、顧客への提供価値を変革する全社活動の基盤整備

の推進
⚫顧客に価値を提供するプロセスの構築
⚫全体最適で実効性の高いIT/DX推進構想が完成

社会インフラ（化学プラントとエネルギー物流）を支える 
100年超企業

日本有数の化学コンビナート地区が主事業エリアで、大手化学メーカーのプラントに常駐
し、元請けとしてメンテナンスを中心としたプラント工事を行う。グループ内で資材調達か
ら運搬、重機手配や設計施工、産業廃棄物の運搬までを一気通貫で提供できることが強み。

移動式クレーンリース事業は化学プラント内での実績が豊富で、地場ゼネコンとの取引実
績も多数。出光興産の中国5県のエネルギー配送を一手に引き受け、出荷基地の管理業務
の請負も行うなど、強い信頼関係を構築している。

資 本 金 50百万円
本社所在地 山口県岩国市
売 上 高 7,470百万円（2023年3月期）
設 立 1948年7月（創業1919年3月）
従 業 員 数 280名
業 種 貨物自動車運送業、特定建設業
営 業 品 目 プラント工事、運輸、燃料輸送

顧客への提供価値の変革に向けた
100年超企業の全社一丸での挑戦
河崎運輸機工株式会社

事例
中国本部

15
生産性向上 IT導入

DX
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1事例概要

問題意識と相談内容

ビジョン実現に向けた外部視点による 
会社の現状分析・把握に期待

　日本政策金融公庫下関支店からの紹介で、システムのセキュリ
ティー強化の支援を受けたいという相談があり、中小機構中国本
部で毎年開催するハンズオン支援事業大会の聴講をお薦めし、事
業をご理解された上で支援を希望された。
　専務が中心となり10年ビジョンや中期経営計画が策定されてお
り、経営課題は明確になりつつあったが、同社の現状を更に客観
的に分析・把握する必要があると考えられ、支援の要請があった。

経営課題と支援テーマの設定

顧客への提供価値を変革する基盤づくりのための 
ビジネスモデルの可視化と業務分析

　石油化学関連ビジネスは環境負荷が大きく、負荷低減に向けた
対応を強く迫られており、主要顧客各社事業の再定義を含む大幅
な事業転換が予測され、「顧客の要請事項に可能な限り迅速に対
応する」会社から「顧客の課題は何かを捉え、解決方法を提案で
きる」会社への進化が必要だと考えられていた。　
　そのためには社内にある顧客情報の統合と共有、属人的な関係か
ら組織同士への関係強化、グループ内/外のリソースの把握と共有、
新規事業の企画が可能な体制整備などが必要との認識に至った。
　また、原価管理、配車、勤怠管理など複数のシステムが導入さ
れていたが、各部門、各システムが独立運用状態にあり、全体最
適な組織づくりとシステム統合は経営の最重要課題だった。そこ
で、DXの推進を意識しつつ「ビジネスモデルの可視化と業務分析」
からスタートすることとした。

2支援内容

① ハンズオン支援事業（総合）

ビジネスモデルの可視化と全社的業務分析
■ 支援期間　2021年11月～2022年10月（24日）　■ 派遣アドバイザー　平野 孝一［専門］ビジネスモデルの可視化、価値の創造と阻害要因の可視化
■ 企業側プロジェクトチーム　後継者である専務をリーダーとし、各担当役員と事業部長が参加

戦略マップによるビジネスモデルの可視化と 
業務フロー分析

　ビジネスモデルの可視化では、まず中期経営計画の内容を戦略
マップ化し各施策と経営目標のつながりを明確にした。さらに、全
社版戦略マップを各事業部へと落とし込んで事業部門別目標達成
のシナリオを描いて業務分析することで、メンバーの納得を確認し
ながら丁寧に進めた。
　他に、事業部別対象領域の整理、価値連鎖の検討や、業務機能
の分析を行い、優先度が高い業務について業務フローの作成と問
題の抽出・分析を進め、他部門業務の理解促進と、全社最適視点
のベースづくりを図った。

■プロジェクト活動の様子

事業価値を提供するプロセスの分析
　顧客に提供する事業価値や、全社及び事業部別の戦略マップ（バ
ランススコアカード）、事業部別の対象領域定義、バリューチェー
ン定義が文書化され、会社や事業部として目指していくゴールが
明確になった。
　また、業務フローなど業務の現状を可視化した資料を作成した
ことで、業務を改善していくベースが得られた。
　可視化した資料は社内へ共有し、今回対象とならなかった業務
について業務フローの作成及び問題点の抽出を継続し、２期目の
支援に向けて準備を進めることとした。

財務の視点

顧客の視点

業務プロセス

の視点

人材と変革

◎◎事事故故・・トトララブブルルゼゼロロ

②人材の育成

⑤強い組織づくり

高い収益力

新規事業
①全社的な情報収集・共有とサービス提供

体制の構築

◎◎全全社社員員有有給給取取得得1100日日以以上上

従業員満足度の向上

高高いい技技能能ととモモチチベベーーシショョンンをを持持っったた社社員員にによよるる
質質のの高高いいササーービビススのの提提供供◎◎CCSSRR方方針針・・行行動動計計画画のの策策定定

世世界界でで戦戦うう日日本本のの製製造造業業・・エエネネルルギギーー産産業業・・建建設設業業のの競競争争力力をを中中国国地地方方かからら支支ええるるベベスストトパパーートトナナーー

顧顧客客満満足足度度のの向向上上

シシェェアア拡拡大大 取取引引機機会会拡拡大大

既存事業深耕 クロスセル 新規開拓

顧顧客客数数のの増増加加

④企業の社会的責任

③働きがいのある会社づくり

10年ビジョン

社会からの
信頼

品質維持向上

◎売上高 〇〇億円 ◎経常利益率〇〇％

◎ … 中期経営目標
… 中期経営目標達成のため
の取り組み

… 取り組みで目指すこと

… の結果得られる成果

■戦略マップ（バランススコアカード）
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② ハンズオン支援事業（総合）

競争力並びに事業基盤の強化に向けた業務課題の見える化と解決策の立案
■ 支援期間　2023年1月～2023年12月（24日）　■ 派遣アドバイザー　平野 孝一　［専門］ビジネスモデルの可視化、価値の創造と阻害要因の可視化
■ 企業側プロジェクトチーム　１期目より一つ下の各事業副部長を中心に構成

部門横断的な問題点の抽出･分析と 
IT活用についての検討

　１期目で作成した業務フロー上の問題点を部門横断的に抽出し、
その発生要因について検討した。加えて、業務フロー上にある使
用帳票（電子ファイル含む）や個人PCにあって社内共有されてい
ない電子ファイルを洗い出し、問題点やその発生要因を整理した。
　業務分析の結果を踏まえ、あるべき姿の実現に向けた業務課題
と、解決するための業務改善や改革、IT活用について検討し、次
フェーズのIT化構想の基礎となる取組みを行った。
　アドバイザーが、「業務フロー作成の段階で手を抜けば分析や対
策の段階で間違いを犯すこと」の説明と、部署の特徴に合わせた
丁寧な説明、進捗管理を心掛けたことで、メンバーとの信頼関係
が構築され活動が
スムーズに進んだ。

「精度の向上」「効率化」「教育」の 
３軸での課題設定と解決策立案

　①ミス発生を抑える「精度の向上」、②重複業務を減らす「効率
化」、③習熟に必要なことを経験させる「教育」の３つを軸に、課
題の設定と解決策が立案され、アジャイル的発想によるDX推進
を意識した活動が始まった。属人化業務の解消のため、部門の垣
根を超えて業務標準ツールの作成や試行に取り組み、生産性向上
に向けた組織風土改革の芽が出てきた。
　特に売上の過半を占める工事事業部（主要６拠点）では業務の
やり方がバラバラで属人的なため、標準化やシステム化、過去情
報の有効活用などIT化による改善を急ぐ必要があり、情報化構想

（IT/DX推進構想）の支援を行うことになった。

業務区分 課題 解決策（業務）
〃 （ＩＴ）

分類

5.2.1
オーダー発生
受注業務

客先からの依頼を電話以外の形で
受ける仕組みにすればとりあえず
聞き間違い、書き間違いのトラブ
ルは防げるはず

まずﾄｸﾔﾏ事業所と周南支店がNIコ
ラボの設備・備品予約のフォーム
を使用しクレーン発注を行ってみ
る、問題があれば都度改善をして
いく（ＩＴ）

②

5.2.2
現場確認

ケーススタディの積み重ねが必要 現場同行教育を行い、注意点を説
明、同時に部下の現場下見精度の
向上を図る、現場力を磨く

➀
③

5.2.3
運搬物確認

同上 同上 ➀
③

取り纏め一覧 課題と解決策 ➀精度の向上
②効率化
③教育

■課題設定と解決策立案

③ ハンズオン支援事業（IT-B型）

工事事業部における生産性向上のためのIT/DX推進構想の策定
■ 支援期間　2024年2月～2024年5月（8日）　■ 派遣アドバイザー　平野 孝一　［専門］ビジネスモデルの可視化、価値の創造と阻害要因の可視化
■ 企業側プロジェクトチーム　副事業部長をリーダーに、各拠点長とIT支援チームで構成

経営者や部門長ヒアリングによる 
経営課題、業務課題の正確な理解

　３期目から活動に加わった各拠点長は、「手間を惜しまず納期通
り、安全にやり遂げるプロ意識」が高く、効率の話は馴染みにくく、
活動目的の腹落ちが必要だった。
　拠点長は自らがExcelで見積書作成や業務処理を行っているた
め、人財育成や生産性向上に手が回らない状況であった。そこで、
統合基幹システム内へデータベースとして情報を蓄積し、過去業務
を参照して事務作業の効率化を図ることが有効なことを最初に理
解してもらった。
　その上で、中期経営計画、社内で進んでいた「ミエル化プロジェ
クトやDXプロジェクト」の成果確認や、経営課題と業務課題の明
確化、現状システム
の問題点の洗い出
しや課題整理を支
援 し た。IT/DX推
進構想の策定では、
IT戦略マップ、シス
テム化範囲、推進
スケジュールの策
定について支援し
た。

支援チームとの連携で 
全体最適で実効性の高いIT/DX推進構想が完成

　リーダーは、新たに結成されたデジタル化支援チーム（主に管
理部門スタッフで構成）と連携を取りながら、各拠点長を巻き込
み、合意形成を図りながら全体最適を意識した実効性の高いIT/
DX推進構想を作り上げた。
　その内容は、属人化した業務手順の見直し、デジタルを活用し
た業務の効率化と熟練者の暗黙知の見える化など、紙と人による
アナログ作業を改めるもので、人財育成と新規事業の確立を目指
して集中的に経営資源を投下していく基盤ができた。
　活動を通して管理部門と工事事業部の信頼関係が深まり、業務
改革が一段と加速していく環境が整った。

IT/DX構構想想（（IT戦戦略略ママッッププ））

情
報
化
の
視
点

組
織
・
業
務
の
視
点

あ
る
べ
き
姿

工事管理 債務管理 安全管理収支管理 その他

工事管理・人員管理・労務管理
システム構築

営業情報共
有方法構築

債務管理
システム構築

安全管理
システム構築

業務の統合化 全体最適化 標準化 情報共有効率化
（コストダウン） リスク防止

IT活用

受注力向上・売上・利益拡大

重複入力
の排除

監督者・協力会社の
アイドル削減

個人負担の軽減

重機・JET手
配のIT化検討

安全管理書類
の共有化

営業活動の
効率化

オーダー
方法構築

迅速化

■IT/DX推進構想（IT戦略マップ）

業務

客先資料書の確認

施工要領書・図面の作成

〇〇〇工事担当者客先 事業所 協力会社 取引先

工事担当者又
は調達担当者

再提出

or

修正指示
却下

提出・金額交渉

承認 提出

回答

案件発生

見積処理

質問

内容確認
担当者選定

内容確認
現場確認

質問事項ピックアップ

工事内容完全把握

見積作成

西部設計

現場確認
製図

所長又は副所長

工事計画立案 施工要領書作成 図面

工事担当者又
は調達担当者

所長又は副所長

PDF

見積仕様書

サーバー内で資料作成

PDF

所長又は副所長or

提出・金額交渉

PDF

■業務フロー

ママススタターーススケケジジュューールル
●今後の取り組み内容と実施予定時期

10～12月区分 １～6月 それ以降

人員計画（配人表）

6～9月

工事
管理

出勤管理（社員）

見見積積(今今後後検検討討)

工工事事にに必必要要なな車車両両管管理理

導入の開始

エクセル共有を使う
場合、ダイセル様式
を全拠点１つの
Excelに展開しVPN
接続で確認

別によりよい方
法があるなら、そ
れに合わせて時
期の変更も検討

最初3か月までに出勤管理との紐づけ
を検討し半年後にデータ一元共有化

〇〇走行距離の集計

同時編集可能

QRコードで番号を管理読み込み

重機車両オーダー（工事と運輸）

データ連携〇〇車両配車表のリアルタイム化

■推進スケジュール（マスタースケジュール）
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3活動の振り返り

中国本部　シニア中小企業アドバイザー　坂本 千秋
「会社の目指す姿の実現」に向け顧客への提供価値を変革する基盤ができた

　３期に渡る支援で、「会社の目指す姿の実現」に向けて全社一丸となって取り組む体制が整い、IT/DX推
進構想を推進していかれることになりました。構想に盛り込んだ業務改善テーマに自力で取り組み、現行
システムを改善・運用しながら、目指す仕事のやり方とそれを支えるシステムを追求していくことで更なる
進化を遂げていただきたいと思います。組織体制が整った会社が事業変革に取り組む中で、規模の大きさ
や複雑さで全体最適化に苦労されていましたが、そこをアドバイザーの効果的な支援でブレークスルーで
きた好事例です。
　新システムの本格運用や運用改善をはじめ、業務改善を具体的に進めていく上での困りごとは適宜ご相
談いただき、自立・自走に向けたサポートを続けて参りたいと思います。

経営者 　代表取締役専務　原 真氏

支援終了後も継続的な改善に取り組めるレガシー
　長期に渡り外部からの支援を受けるのは、当社としても初の取組みでしたが、創業より、目の前のお客様
と仕事に愚直に取り組んできた当社にとって、自社のビジネス、提供する価値、そして仕事のありかたを改
めて俯瞰し、見直す貴重な機会になったと感じています。
　これまでなじみのないフレームワークが沢山登場しましたが、プロジェクトを通じて、メンバー一人一人に
とっても、組織にとっても、継続的に活用していくことのできる、有効なツールにしていくことができました。
　今回の支援を通じて、業務分析や業務フロー、DX計画などの具体的な成果物は勿論ですが、一過性で
はなく、自走した改善活動を行っていくことのできる思考・チームが社内に残せたことが、最も大きな成果
だと感じています。

プロジェクトリーダー 　工事事業部 副事業部長　岩間 直孝氏

プロによる伴走支援の効果を実感しています
　非常に射程も期間も長いプロジェクトでしたが、適切なタイミングで、アドバイザーとともに、取組みの目
的・意義を再確認しながらプロジェクトを進めることで、メンバーのモチベーションが維持されるとともに、
一人一人のスキルも大きく成長したと感じています。プロジェクトの完遂、メンバーの成長ともに、社内だけ
の取組みで同様の成果を出すことは難しく、プロフェッショナルによる伴走支援の効果を実感しています。

派遣アドバイザー 　 

中小企業アドバイザー　平野 孝一
「経営～部門管理～現場」の 
シームレスな環境構築

　プロジェクトを通じてメンバーの姿勢や思
考が成長していきました。トップ・ミドル・ロワーの各マネジメン
ト層は普段見ている景色が異なるものの、辿り着くべきゴールとそ
の道筋を共有・共感することで強固な連帯感が生まれ、一人一人
が会社や部門、社員の使命・役割を理解し同じ方向に向かって進
んでいくワンチーム感とメンバー各々の自覚が醸成されていきまし
た。
　目標の達成にはいくつもの課題が存在しますが、この度のプロ
ジェクト活動によって得られた成果をしっかり活用しビジョンの実
現につなげていただくことを期待しています。

管理者アドバイザー 　 

中小企業アドバイザー　野上 和征
全社へIT/DX推進を 
展開されることに期待

　同社はプロ意識が強く個人への依存度も
高い状況でした。日常業務がありながらも現状把握に時間をかけ、
経営の視点や現場・業務の視点で課題解決に向けた改善事項を
合意形成し、自らの思いが込められた構想が作り上げられました。
今回の支援を通じて標準化の観点での生産性向上を意識した前
向きな取組みにより、チームの力として組織の変革も促されました。
　工事事業部のIT/DX推進構想のプロセスから具体的な実装に
推進していただくとともに、今回の取組みを他の事業部へ展開さ
れることを期待します。

中小機構担当職員の声 　中国本部　服平 周
　メンバー同士の議論だけでなく、メンバー以外の現場の方の意見を丁寧に汲み取りながら、同社独自のIT/DX推進構想を作り上げられま
した。今後も構想の具体化に向けて、必要な支援をご提供できればと考えています。

事例15　河崎運輸機工株式会社
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